






A Study on Organizational Stock Model by Force Polygon













In this paper, we assume that the stock of organizational activities is the preparation for the future. and
propose the organizational stock model on the presumption that the stock are activities aim for the profit in
the different time, as the present investment aim for profit in the future, and the present debt make to
repay in the future.
Considering the similarity between future benefit of the asset and periodic motion of investment-return,
we deal with the asset as conservative force, and define the stocks as the products of flow vectors and
proportion constants.  In the plane with "revenue axis" and "debt & credit axis", we represent the stocks
by the force polygon consisted of the stock vectors that are asset, capital, debt and earned surplus.
Furthermore, as a verification of the force polygon, we calculate theoretical debt quantities from the
balance sheets of 6 companies in the electric industry, and compare the actual debt quantities with them.
Finally, we try to show the integrated description of stock and flow families, with the space consisted of
time axis, revenue axis, and debt & credit axis.
ストック、貸借対照表、資本・資産・負債・利益、正弦波周期運動、力の多角形、シナジェティクス
































































































































































































































































































































負債 F ｄ　＝　ｄ・∫X（ ｔ ）ｄｔ
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のように表す。X ＝ Ｘｃｏｓωｔ ＋ j Ｘｓｉｎωｔ ＝
Ｘｅj ωｔ












































































ることを提唱した。（Robert M. Solow Capital theory





（１５）Schmalenbach Dynamische Bilanz, 4. Aufl., s121. 1926
Leipzig（興津裕康『貸借対照論の研究』pp.41　 森
山書店　1984）
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（２７）Kosiol. E Buchhaltung und Bilanz Berlin 1964（興津
裕康　前掲書　pp.155）
コジオールによれば、「資本は、外部から企業内に
入ってくるものであり、資本提供者に返還しなけ
ればならない抽象的な財の蓄積性を表すもの」で
あり、これを債務の一種として考えることになっ
－ 98－
力の多角形を用いた組織内部ストックモデル
ている。
（２８）青柳文司　前掲書　pp192‐200
剰余金は、企業会計原則においては、資産から負債
を差し引いた純財産すなわち自己資本のうち資本
金を超過する部分（利益）であり、資本準備金と利
益準備金に分けられる。一方、商法を補足する法務
省令（株式会社の貸借対照表、損益計算書、営業報
告書及び附属明細書に関する規則）においては、純
財産のうち資本金と法定準備金を越える部分のみ
を剰余金とよび、法定準備金である資本準備金・利
益準備金以外の、任意積立金と未処分利益だけを
剰余金とみる。資本金を本丸とすれば、資本剰余金
は内堀、利益剰余金は外堀にあたり、資本欠損填補
の差異の取り崩し順位は、任意積立金、利益準備
金、資本準備金の順となる。
（２９）ベクトル表示からみると、フローファミリーは、回
転ベクトル（角速度ベクトル）によって記述される
変位ベクトル、速度ベクトル、加速度ベクトルなど
の集合である。ストックファミリーはそれらのベ
クトルを含む、弾性力、速度依存力、慣性力などの
力ベクトルの集合である。
（３０）青柳文司　前掲書　pp189‐190
資本と利益の区別の重要性は、以下の２つの理由
による。第１には、企業に投下された資本と、営業
活動によって獲得した利益の留保分とは源泉を異
にし、両者を混同することは経営の実態を見失う
ばかりか、資本維持の目安がつかなくなる。した
がって、特に利益剰余金と資本剰余金の境界区分
が重要になる。第２には、営業活動に起因する利
益・損益取引を源泉とする利益は、増資や減資によ
る期首資本の増減、資本取引を源泉とする自己資
本の増減とは区別され、利益を分配しても資本が
損傷しない限度をあきらかにする。
（３１）田中茂次『会計と構造　増補版』pp44‐84　税務経
理協会　1986
田中は、財の増加や将来便益（＋）と、財の減少や
犠牲（－）の対立関係を２元性と呼び、貸借対照表
勘定と損益計算書勘定の分類構造を複式性と呼ん
でおり、この２元性と複式性の明瞭な区別の必要
性を主張している。ただし、伝統的会計基礎理論や
動的貸借対照論ですら、２元性と複式性を混同し
ていると指摘している。本論では、２元性は収益
軸・貸借軸における正負に対応し、複式性はこの２
軸により構成される平面が対応することで、明瞭
な区別を与えている。
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